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「
私
に
つ
い
て
少
し
だ
け
お
話
」

戸
塚
竹
乃

私
は
、
常
総
市
（
旧
水
海
道
）
大
花
輪
小

学
校
の
近
く
で
、
六
人
姉
妹
の
三
番
目
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
に
は
、
農
業
の

授
業
が
あ
り
、
三
年
生
の
頃
か
ら
桑
を
使
い
、

草
刈
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
草
刈
は
得

意
で
す
。
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
す
ぐ
に

働
き
に
出
ま
し
た
。
早
朝
の
雑
巾
が
け
か
ら

始
ま
り
、
休
む
暇
も
な
く
、
辛
過
ぎ
て
泣
い

て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

家
に
は
帰
る
こ
と
が
出
来
ず
、
頑
張
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勤
め
先
の
家
族
が
、

一
年
の
間
に
三
ヶ
月
ほ
ど
家
を
空
け
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
間
は
、
実
家
に
戻
り
、
和
裁

を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
着
物
を
作

る
事
も
出
来
ま
し
た
。
今
で
も
、
手
先
を
使

う
事
が
大
好
き
で
、
折
り
紙
や
毛
糸
を
使
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
は
二
十
四
歳
で
し
た
。
相
手
は
、
顔

も
分
か
ら
な
い
人
だ
っ
た
の
で
、
不
安
で
一

杯
し
た
。
夫
は
、
結
婚
す
る
と
す
ぐ
に
出
稼

ぎ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
義
理
の
両
親

と
義
妹
と
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三

の
息
子
の
子
育
て
も
し
て
い
た
の
で
、
と
て

も
大
変
で
し
た
。
子
ど
も
達
が
独
立
し
て
か

ら
は
、
妹
夫
婦
と
一
緒
に
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
ま
で
旅
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ

ラ
オ
ケ
も
得
意
で
し
た
。
キ
ン
グ
ス･
ガ
ー

デ
ン
に
は
、
今
年
の
８
月
に
入
居
し
ま
し
た
。

家
に
い
る
時
は
、
近
所
な
の
で
、
キ
ン
グ

ス
・
ガ
ー
デ
ン
か
ら
お
弁
当
を
届
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ザ
ー
も
毎
年

楽
し
み
に
来
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
お

弁
当
を
届
け
て
く
れ
た
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
だ
っ
た
人
に
も
会
え
る
の
で
、
安
心

で
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《

十
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
報
告
》

皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聖
書
の
学
び

今
高
様

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

矢
花
様

賛
美
集
会

原
田
ご
夫
妻
様

ハ
ー
モ
ニ
カ
賛
美

山
田
様

傾
聴

小
此
木
様

リ
ハ
ビ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

白
井
様

フ
ラ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

佐
藤
様

絵
手
紙
講
座

小
林
様
・
片
倉
様

手
芸
ク
ラ
ブ

岡
田
様
・
吉
島
様

林

様

バ
ラ
の
手
入
れ

今
井
様

短
歌
ク
ラ
ブ

浅
井
様

音
楽
レ
ク

愛
知
後
様
・
澁
谷
様

菅
原
小

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

§
十
一
月
の
行
事
予
定

§
一
日

（
木
）
健
康
測
定

二
日

（
金
）
太
極
拳

三
日

（
土
）
ハ
ー
モ
ニ
カ
讃
美

大
阪
屋
販
売

五
日

（
月
）
懇
談
会
・
誕
生
会

六
日

（
土)

傾
聴
（
吉
田
先
生
）

恵
泉
販
売

七
日

（
水
）
手
芸
ク
ラ
ブ
・
ナ
ル
ド
会

買
物
運
行

九
日

（
金
）
太
極
拳

十
日

（
土
）
観
劇
、
大
生
屋
販
売

十
四
日

（
水
）
手
芸
ク
ラ
ブ
・
ナ
ル
ド
会

さ
く
ら
診
察

十
六
日

（
金
）
太
極
拳
・
絵
手
紙

讃
美
集
会
・
ホ
サ
ナ
販
売

十
七
日

（
土
）
買
物
運
行

二
十
日

（
火
）
音
楽
レ
ク

二
十
一
日
（
水
）
手
芸
ク
ラ
ブ
・
聖
書
の
学
び

二
十
二
日
（
木
）
ナ
ル
ド
会

二
十
三
日
（
金
）
キ
ン
グ
ス
ガ
ー
デ
ン
バ
ザ
ー

二
十
四
日
（
土
）
大
生
屋
販
売

二
十
六
日
（
月
）
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

二
十
七
日
（
火
）
外
食
運
行

二
十
八
日
（
水
）
手
芸
ク
ラ
ブ
・
ナ
ル
ド
会

傾
聴
（
小
此
木
先
生
）

さ
く
ら
診
察
・
買
物
運
行

入
浴
中
止
日

三
十
日

（
金
）
太
極
拳

◎

ご

案

内

◎

＊
キ
ン
グ
ス
・
ガ
ー
デ
ン
バ
ザ
ー
＊

日
時

十
一
月
二
十
三
日
（
金
）
祝
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

場
所

ふ
れ
あ
い
の
杜
前
ロ
ー
タ
リ
ー

♡
日
用
雑
貨

♡
模
擬
店
・
手
作
り
品

♡
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
盛
沢
山
♪

・
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

§

編

集

後

記

§

秋
も
深
ま
り
肌
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
健
康
に
気
を
つ

け
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
ヘ
ル
パ
ー

加
藤
）

発
行
人

大
谷
義
宣



◎

日
帰
り
旅
行

◎

十
月
二
十
三
日

、
ひ
た
ち
海
浜
公
園
へ

日
帰
り
旅
行
を
し
て
き
ま
し
た
。
赤
く
染

ま
っ
た
コ
キ
ア
を
観
賞
し
、
新
鮮
な
海
鮮
料

理
に
舌
鼓
を
打
つ
、
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

＊
十
一
月
の
お
誕
生
日
者
＊

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

増
田
静
江
様

十
一
月
二
十
六
日
生

職
員
一
同
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
米
寿
の
お
祝
い
の
皆
様
＊

常
総
市
よ
り
米
寿
の
お
祝
い
を
頂
き
ま
し
た
。

米
寿

お
め
で
ど
う
ご
さ
い
ま
す
。

◎
観
劇
の
お
知
ら
せ
◎

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

常
総
市
が
主
催
す
る
舞
台
で
認
知
症
介

護
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
で
す
。

ご
希
望
者
（
入
居
者
）
は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

か
ら
送
迎
す
る
予
定
で
す

日
時

十
一
月
十
日(

土)

十
三
時
会
場

十
四
時
開
演

場
所

常
総
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
豊
田
城)

チ
ケ
ッ
ト
代

３
，
０
０
０
円
（
税
込
み
）

機関紙シャロームの記事は、筑波キングス・ガーデンケアハウス個人情報保護方針に基づき、了承を頂いた上で掲載させて頂いております。

◎

ミ
ニ
運
動
会

◎

十
月
八
日

月
曜
日
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空

で
し
た
が
雨
は
降
ら
ず
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
内
で

ミ
ニ
運
動
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
パ
ン
食
い
競
争
、
ボ
ー
ル
運
び
、
ミ
ニ

ボ
ー
リ
ン
グ
、
ミ
ニ
玉
入
れ
な
ど
な
ど
、
皆

楽
し
く
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎

ふ
く
し
祭
り

◎

十
月
二
十
一
日

日
曜
日
、
例
年
恒
例
の

「
ふ
く
り
祭
り
」
が
石
下
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ン
グ
ス
・

ガ
ー
デ
ン

ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
ら
も
盛
大
に
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

左から佐藤房子様、染谷美恵子様、

稗田カヅ子様、市川宏様

†

協
力
牧
師
の
窓†

「
秋
に
な
る
と
思
い
出
す
こ
と
」(

後
半)

南
つ
く
ば
キ
リ
ス
ト
教
会

工
藤

章
洋

前
回
か
ら
の
続
き
）
昼
に
は
青
空
だ
っ
た
の

に
、
山
は
濃
い
霧
（
雲
）
で
覆
わ
れ
始
め
、
秋

の
夕
刻
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
急
に
薄
暗
く
な

り
ま
し
た
。
風
も
強
く
な
り
、
群
生
し
て
い
る

笹
が
一
段
と
ワ
サ
ワ
サ
騒
ぎ
だ
し
て
、
一
人
、

取
り
残
さ
れ
た
私
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
心
細
い

思
い
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
足
の
下
の
地

面
が
ス
コ
ッ
と
抜
け
て
、
闇
の
中
に
放
り
出
さ

れ
る
よ
う
な
、
た
ま
ら
な
い
不
安
で
す
。

私
は
予
定
ル
ー
ト
を
変
更
し
て
九
十
分
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
る
避
難
小
屋
に
向
か
い
ま
し
た
。

薄
暗
い
夕
暮
れ
の
山
道
は
、
何
と
も
言
え
な
い

怖
さ
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
言
い
よ
う
の
な
い

心
細
さ
に
耐
え
る
た
め
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
、

歩
き
続
け
ま
し
た
。

今
で
も
私
は
、
こ
の
時
の
寂
寥
感
と
恐
怖
に

似
た
思
い
に
襲
わ
れ
る
と
、
い
た
た
ま
れ
な
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
下
に
は
永
遠
の
腕
が

あ
る
」
と
い
う
御
言
葉
が
ど
れ
程
あ
り
が
た
い

か
を
思
わ
さ
れ
ま
す
。

無
事
、
避
難
小
屋
に
着
い
た
私
は
、
湯
を
沸

か
し
て
一
杯
の
温
か
い
珈
琲
を
飲
み
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
本
当
に
暖
か
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。



の
と
こ
ろ
に
あ
る
避
難
小
屋
に
向
か
い
ま
し
た
。


